
10
月
21
日
午
後
、
堺
支

部
第
３
回
市
民
公
開
講
座

「
い
ま
に
続
く
戦
争
の
惨

禍
！
日
本
軍
が
遺
棄
し
た

毒
ガ
ス
の
現
状
」

は
、
会

場
満
席
の
60
名
が
参
加
、

調
査
や
治
療
、
支
援
に
関

わ
っ
た
中
川
元
小
児
科
医

師
が
映
像
で
報
告
し
ま
し

た
。
府
連
通
信
８
月
号
で

田
丸
副
支
部
長
が
、
河
内

長
野
市
・
寺
が
池
へ
の
毒

ガ
ス
投
棄
に
つ
い
て
詳
細

に
述
べ
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「
動
画
・
ニ
ュ
ー
ス
映
像
を
使
っ
て
説

明
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
リ
ア
ル
に

当
時
の
様
子
が
、
ま
た
被
害
者
の
心
情

が
わ
か
り
ま
し
た
。
知
ら
な
か
っ
た
事

実
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
、

日
本
を
戦
争
に
導
い
た
指
導
者
に
怒
り

が
わ
き
ま
し
た
」
な
ど
、
多
く
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

午
前
中
の
堺
支
部
総
会
で
は
、
渡
辺

武
大
阪
府
連
会
長
と
城
勝
行
市
会
議
員

の
挨
拶
、
続
い
て
藤
田
大
輔
事
務
局
次

長
が
議
案
の
提
案
を
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
情
勢
や

こ
の
一
年
間
の
取
り
組
み
、

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
、
楽
し
く
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
参
加
者
全
員
が

発
言
「
泉
州
・
堺
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
や
堺
支
部
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
の
紹
介
、
大
阪

府
連
女
性
部
の
取
り
組
み
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
山

本
恒
人
府
連
副
会
長
か
ら

「
真
に
地
域
に
根
差
し
た
活

動
を
ひ
ろ
め
、
一
層
の
飛
躍
を
！
」
と

い
う
檄
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

浅
田
勝
美
支
部
長
か
ら
総
会
の
ま
と

め
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
閉
会
、
参
加
者

は
17
名
で
し
た
。
新
役
員
に
は
支
部
長

浅
田
勝
美
、
副
支
部
長
・
田
丸
博
治
、

石
井
勉
、
城
勝
行
、
事
務
局
長
・
上
村

康
夫
、
事
務
局
次
長
・
藤
田
大
輔
、
幹

事
・
荒
崎
博
、
登
り
山
和
希
の
各
氏
が

選
ば
れ
、
大
変
な
賑
わ
い
の
「
堺
ま
つ

り
」
の
中
、
会
場
前
に
新
し
い
の
ぼ
り

旗
を
な
び
か
せ
ま
し
た
。
（
石
井

勉
）
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10
月
14
日
23
名
の
参
加
で
西
支
部

総
会
を
柴
山
議
長
の
も
と
開
き
ま
し

た
。
松
原
支
部
長
挨
拶
、
近
藤
府
連

事
務
局
長
が
「
府
連
組
織
の
中
で
、

原
則
的
に
西
支
部
は
よ
く
組
織
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
き
り
え
指
導
さ

れ
て
い
た
稲
田
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ

大
変
残
念
な
思
い
で
す
。
西
支
部
は

府
連
行
事
に
も
か
か
せ
な
い
支
部
で

す
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」
と
来
賓
挨
拶
、
和
歌
山

支
部
岡
本
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
紹
介
、
議
案
説
明
は
平
松
事
務
局

長
と
各
担
当
か
ら
報
告
が
あ
り
討
論

に
入
り
ま
し
た
。

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
示
板
へ
の
書

き
込
み
に
つ
い
て
も
っ

と
反
応
が
欲
し
い
、

書
き
込
み
へ
の
反
論

が
心
配
」
な
ど
に
は

管
理
者
が
削
除
で
き

る
の
で
心
配
な
く
書

き
込
み
を
盛
ん
に
し

て
く
だ
さ
い
と
説
明
。

「
現
在
中
国
語
を

習
っ
て
い
ま
す
が
、

ナ
ン
バ
等
で
場
所
を

教
え
た
り
、
先
日
も

海
遊
館
の
道
案
内
す

る
機
会
が
あ
り
、
70

歳
を
は
る
か
に
超
え

て
い
ま
す
が
楽
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
」
「
中
国
百
科
検

定
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
試
験
要
員
と
し
て
参
加

し
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
に
受
験
す

る
予
定
で
す
」
「
全
国
大
会
っ
て
ど

ん
な
も
の
か
興
味
あ
っ
て
行
き
ま
し

た
。
女
性
部
に
つ
い
て
大
阪
を
代
表

し
て
全
体
会
で
発
言
し
、
よ
い
経
験

を
し
ま
し
た
。
婦
人
部
は
こ
れ
ま
で

４
回
の
行
事
を
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
５
回
目
は
学
習
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
参
加
お
願
い
し
ま
す
」
な

ど
全
員
の
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

会
員
数
は
一
進
一
退
が
続
い
て
い

ま
す
が
行
事
を
活
発
に
企
画
し
、
70

名
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

山
田
美
恵
子
さ
ん

が
退
任
、
山
本
範
枝

さ
ん
が
新
役
員
に
選

任
さ
れ
、
山
田
美
恵

子
さ
ん
と
林
英
子
さ

ん
に

多
年
度
表
彰

の
似

顔
絵
を
送
り

ま
し
た
。

一
品
持
ち
寄
り
の
懇

親
会
で
は
１
年
の
あ

ゆ
み
と
、
石
清
水
１

０
０
期
記
念
太
極
拳

表
演
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観

て
お
お
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

西
総
会

Ｈ
Ｐ
へ
の
書
き
込
み
を
活
発
に

行
事
を
軸
に
会
員
70
名
超
え
を
め
ざ
す

11/21（水）14：00～、18：30～「初級・３級対策講座」

11/25（日）14：00～、18：30～

「１・２級級、経済・法対策講座」
第６回中国百科検定は 第５回中国百科検定申込は締切りました。

３月２１日(祝)１5時から エル・おおさか（予定）
テキスト：中国百科検定公式テキスト、中国百科検定問題集

カレンダー好評販売中第５回中国百科検定 対策講座

１２００円 ご注文は府連事務所へ



お
大
師
さ
ん

堺
市
南
区
の
美
木
多
地
区
に
昔
か
ら

あ
る
お
寺
は
、
別
所
地
区
の
法
華
寺
で

美
木
多
上
地
区
の
放
光
寺
や
檜
尾
地
区

の
総
福
寺
は
い
ず
れ
も
高
野
山
真
言
宗

で
あ
る
。

私
の
家
の
お
寺
は
放
光
寺
。
仏
壇
に

は
左
に
不
動
明
王
、
中
央
に
大
日
如
来
、

右
に
弘
法
大
師
空
海
の
像
が
祭
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
仏
壇
の
前
で
、
お
葬
式
や

法
事
の
た
び
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
真
言
宗

の
お
経
を
聞
い
て
育
っ
た
。

美
木
多

で
は
、
空
海
は
「
お
大
師
さ
ん
」
の
呼

び
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

今
年
、
空
海
が
日
中
の
話
題
に

今
年
の
春
に
日
中
双
方
で
同
時
に
公

開
さ
れ
た
映
画
「
空
海
―
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
・

美
し
き
王
妃
の
謎
」
。
こ
の
映
画
の
ポ

ス
タ
ー
は
美
木
多
の
放

光
寺
の
掲
示
板
に
張
り

出
さ
れ
て
い
た
。
高
野

山
真
言
宗
の
各
寺
に
掲

示
し
た
の
だ
ろ
う
。
福

州
か
ら
関
空
へ
の
機
内

で
も
こ
の
映
画
を
上
映

し
て
い
た
。

ま
た
、
高
村
薫
さ
ん

が
２
０
１
５
年
に
出
版

し
た
「
空
海
」
は
、
空

海
と
仏
教
の
研
究
を
重

ね
た
労
作
で
あ
る
。
高

村
さ
ん
は
朝
日
新
聞
の

対
談
で
、
「
神
秘
体
験
を
言
語
に
す
る

能
力
が
空
海
は
抜
き
ん
で
て
い
た
。
ま

た
、
特
別
な
オ
ー
ラ
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
」
と
語
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
中
国
南
部
と
の
歴
史
交

流
を
探
る
取
り
組
み
を
泉
州
・
堺
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
始
め
た
と
き
に
、
朝
日
新

聞
夕
刊
で
「
高
野
山
異
聞
」
の
連
載
が

始
ま
っ
た
。

連
載
（
１
）
は
、
「
開
創
１
２
０
３

年
。
真
言
密
教
の
聖
地
・
高
野
山
は
梅

雨
の
雨
に
洗
わ
れ
、
山
の
緑
が
精
気
に

満
ち
て
い
る
。
こ
こ
で
最
近
、
目
立
つ

の
が
外
国
人
の
姿
だ
。
宿
泊
者
の
６
割

を
超
え
る
僧
房
も
あ
る
と
い
う
。
」
の

書
き
出
し
で
始
ま
り
「
日
本
を
訪
れ
る

外
国
人
は
増
え
続
け
、
17
年
は
２
８
０

０
万
人
を
超
え
た
。
標
高
８
５
０
ｍ
前

後
に
約
２
３
０
０

人
が
暮
ら
す
高
野

山
で
も
52
あ
る
宿

坊
の
外
国
人
宿
泊

者
は
16
年
が
約
５

万
７
千
人
と
３
年

前

の

３

倍

。

」

「
外
国
人
が
増
え

た
高
野
山
。
そ
の

変
化
と
異
聞
を
追

う
。
」
と
、
特
集

の
目
的
を
述
べ
る
。

（
堺
支
部
長

浅
田
勝
美
）

72
年
前
に
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ

た
３
日
、
憲
法
を
守
り
生
か
そ
う
と
ア

ピ
ー
ル
す
る
行
動
が
全
国
各
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
阪
で
は
１
時
半
か
ら
扇

町
講
演
で
１
４
０
０
０
人
が
参
加
し
て

「
お
お
さ
か
総
が
か
り
集
会
」
が
開
催

さ
れ
、
野
党
各
党
が
「
輝
け
憲
法
！
９

条
改
憲
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
」
を
、
山
城
博
治

さ
ん
が
「
辺
野
古
に
基
地
は
い
ら
な
い
！
」

と
訴
え
ま
し

た
。日

中
大
阪

府
連
か
ら
も

10
数
名
が
参

加
し
、
集
会

前
に
は
12
月

の
映
画
祭
の

宣
伝
を
行
い

ま
し
た
。

2018年11月15日 日中友好新聞 第２４６４号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

空
海
の
初
上
陸
地
「
赤
岸
鎮
」
へ

福
建
省
赤
岸
鎮

空
海
祈
念
堂
訪
問
記

⑤

41
回
目
を
迎
え
た
全

大
阪
展
が
10
月
17
日
か

ら
開
か
れ
、
府
内
の
９

団
体
・
個
人
の
創
作
者

81
人
が
92
点
の
作
品
を

並
べ
ま
し
た
。

九
つ
の
グ
ル
ー
プ
は

特
徴
の
あ
る
表
現
方
法

の
違
い
も
あ
っ
て
、
年

一
回
一
堂
に
展
示
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
極
だ
っ

て
き
ま
す
。
大
胆
な
色

づ
か
い
や
繊
細
な
表
現
、

暮
ら
し
や
祭
り
を
テ
ー

マ
に
す
る
人
な
ど
、
リ

ア
ル
な
き
り
え
の
表
現

に
は
ひ
き
つ
け
て
や
ま

な
い
も
の
が
あ
る
よ
う

で
す
。

加
藤
義
明
さ
ん
が
き

り
え
講
習
会
を
始
め
て

か
ら
50
年
、
そ
の
成
果

が
見
え
る
全
大
阪
展
だ
っ

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

今
年
も
府
連
役
員

や
堺
支
部
の
方
々
が

足
を
運
ん
で
頂
き
ま

し
た
。

（
前
田

尋
）

全
大
阪
き
り
え
展
開
く 沖

縄
知
事
選
挙
、
玉
城
デ
ニ
ー
さ

ん
の
圧
勝
と
い
う
結
果
は
、
そ
う
あ

る
べ
き
だ
と
の
期
待
は
あ
っ
て
も
、

と
て
も
当
然
の
結
果
だ
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

沖
縄
県
民
の
民
意
を
無
視
し
権
力

の
力
で
押
し
つ
ぶ
そ
う
と
い
う
安
倍

政
権
は
、
彼
ら
な
り
に
絶
対
に
政
府

言
い
な
り
の
知
事
を
誕
生
さ
せ
よ
う

と
、
必
死
で
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
や

金
、
権
力
総
動
員
で
菅
官
房
長
官
や

人
気
絶
大
な
小
泉
信
次
郎
は
３
度
も

沖
縄
入
り
し
て
票
固
め
に
躍
起
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

な
ん
と
い
っ
て
も
創
価
学
会
・
企

業
に
よ
る
期
日
前
投
票
の
徹
底
で
投

票
率
が
上
が

ら
な
い
限
り

絶
対
相
手
候
補
の
さ
き
ま
氏
が
有
利

と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
投
票
日
前
日

は
期
日
前
も
台
風
で
中
止
、
投
票
日

は
午
前
中
ま
で
ま
と
も
に
立
っ
て
は

歩
け
な
い
よ
う
な
猛
烈
な
風
雨
で
す
。

安
倍
政
権
の
脅
し
に
ひ
る
む
こ
と

な
く
沖
縄
県
民
は
三
度
「
辺
野
古
新

基
地
建
設
ノ
ー
」
の
民
意
を
完
膚
な

き
ま
で
示
し
、
沖
縄
の
民
主
主
義
は

健
在
で
本
当
に
敬
意
を
表
し
た
い
、

こ
れ
か
ら
が
闘
い
の
正
念
場
で
す
。

（
小
玉
利
生
さ
ん
か
ら
の
沖
縄
知
事
選
レ

ポ
ー
ト
で
す
。
11
月
か
ら
辺
野
古
シ
ュ
ワ

ブ
ゲ
ー
ト
前
へ
支
援
に
行
っ
て
い
ま
す
。
）

新
基
地
ノ
ー
の
声
三
度
示
す

沖
縄
の
民
主
主
義
は
健
在

空海祈念堂正門

Ⓒ沖縄タイムス

１２/２（日）9：50～エルおおさか南館
①10：00～「アイリス・チャン」

紫金草合唱団（演奏）

②12：40～「南京の松村伍長」「証言者ー張秀紅」

③14：15～「南京引き裂かれた記憶」

通し券 前売：１５００円、当日：２０００円

南京の記憶をつなぐ映画祭

９
条
改
憲
ス
ト
ッ
プ


